
 
≪ 東部知多衛生組合の溶融スラグについて ≫ 

 
１．シャフト炉式ガス化溶融炉とは 

当組合にて採用したシャフト炉式ガス化溶融炉の模式を図に示します。 
 

 シャフト炉式ガス化溶融炉は「ごみ」投入に合わ

せて副資材（コークス、石灰石）を投入します。溶

融炉では「ごみ」処理と同時に「ごみ」中の灰分を

高温（1,700～1,800℃）溶融します。炉内は高温還

元雰囲気に保たれ、有害な重金属成分は揮発ガス

として後流側へ移行し、炉底より取り出される溶

融物（溶融スラグ）は天然砂と同等の品質となりま

す。 
 

   
図（シャフト炉式ガス化溶融炉模式） 
 

２．溶融スラグとは 
 溶融スラグは、家庭ごみ等の一般廃棄物を高温（シャフト

炉式ガス化溶融炉の方式では 1,700℃以上）で溶融処理し、

発生する溶融物を水で急冷したのち、メタル分を磁力選別、

粒度調整して製造される砂状の骨材です。 
  
  溶融スラグ 
 
３．溶融スラグの品質について 
 溶融スラグを有効利用するに当たり、JISA5031(一般廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼却

灰を溶融固化したコンクリート用溶融スラグ骨材)及び JIS A 5032（一般廃棄物、下水汚泥

又はそれらの焼却灰を溶融固化した道路用溶融スラグ）に記載の品質管理を実施し、管理項

目の基準値を満足していることを確認します。 
品質管理実施頻度は有害物質の安全性（含有量、溶出量）は毎月実施し、粒度分布や密度等

の項目は 3 か月に 1 回実施し、品質結果は成績書として発行します。 
 
４．溶融スラグ品質管理と出荷について 
 当組合の溶融処理施設には、溶融スラグを保管するスラグストックヤードを有し、品質確

認実施後に出荷します。 
 スラグストックヤードは３区画あり、１区画での貯留容量は１ケ月分の溶融スラグ発生

量に対応します。 
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５．溶融スラグの発生量について 

溶融スラグの発生量は、年間約 4,100 ㌧（約 2,700m3）で平均として毎月約 340 ㌧（約

230m3）となります。 
 

６．溶融スラグの販売、流通体制について 
 溶融スラグは品質確認後、当組合から溶融スラグの流通実績を有する民間の流通対応企

業（日鉄エコマテリアルズ株式会社）に全量販売し、流通対応企業から各スラグユーザーに

販売します。 
    流通体制 
 

 

 

 

 

 

 

 
７．溶融スラグの販売窓口（問い合わせ先）について 
 溶融スラグ流通対応の販売に関して、一次利用については以下に連絡ください。 
 また、二次利用先については別紙１をご参照ください。 
 販売窓口 
 日鉄エコマテリアルズ株式会社 
   〒804-00032 福岡県北九州市戸畑区中原 46 番地 59  
     TEL 093-588-7290 、FAX 093-588-7435 
      担当 永島（080-8955-0056） 
  
８．溶融スラグの性状について 
 溶融スラグの JIS は、JIS A 5031（一般廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼却灰を溶融固

化したコンクリート用溶融スラグ骨材）と JIS A 5032（一般廃棄物、下水汚泥又はそれら

の焼却灰を溶融固化した道路用溶融スラグ）があります。当組合では、JIS 認証品と同様の

性状で生産しており、令和４年からはあいくる材（再生路床材【２３）－３３】の認証を受

けております。 
 
９．その他 
 上述以外で、溶融スラグの品質や取扱いに関しての問い合わせは、東部知多衛生組合又は

日鉄エコマテリアルズ株式会社まで連絡願います。 
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